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都市再生整備計画　事後評価シート

川島西部地区

令和２年２月

岐阜県　各務原市



様式２－１　評価結果のまとめ
都道府県名 面積 37ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

基幹事業

提案事業

当　初
変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし ●

あり

なし

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

岐阜県 市町村名 各務原市 地区名 川島西部地区

平成26年度～平成30年度 事後評価実施時期 令和元年度 交付対象事業費 104百万円

情報板の設置により、地域住民に広く周知が図れたため、当計画の事業を取り
やめる。

国費率

 １）事業の実施状況

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

道路（新設道路整備、市道川40号線整備、市道川2268号線整備、市道川2369号線整備）、地域生活基盤施設（情報板）（ごんぼのまちなみ散策路整備）、高質空間形成施設（カラー舗装）（ごんぼのまちなみ修景整備）

地域創造支援事業（歴史資源のPR事業）、事業活用調査（事業効果分析調査）、まちづくり活動推進事業（研修・ワークショップの開催支援）

事業名 削除/追加の理由 削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

－
なし

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

指　標
従前値 目標値 数　　値

影響なし

新たに追加し
た事業

道路（市道川2272号線整備）
緊急車両の進入を容易にし、消防活動困難区域を解消するため、事業を追加
する。

影響なし

なし － －

当初計画から
削除した事業

なし － －

提案事業
歴史資源のPR事業

情報板の設置により、地域住民に広く周知が図れたため、当計画の事業を取り
やめる。

影響なし

研修・ワークショップの開催支援

指標1
ごんぼ積みの保存意識の向
上

％ 33 H26 50

交付期間
の変更

平成26年度～平成30年度 交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

H30 － 19 ×

年月の経過に伴うごんぼ積みの老朽化がごん
ぼ積みの保存意識の低下に影響したと考えら
れるものの、住民からは洪水対策としての必要
性が認められている。一方、ごんぼ積み集落を
巡るまちあるきでは参加者が年々増加してお
り、地区外からの関心が高まっている。

－

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

H30 － 0.2 ○

市道川40号線整備、市道川2272号線整備等の
道路整備が進められたことにより、消防活動困
難区域が減少した。

－指標２ 消防活動困難区域の減少 ％ 5.4 H26 0.2

H30 － 0 ○
排水路等の排水施設整備により床上・床下浸水
および道路冠水の回数が減少した。 －指標３ 浸水・冠水回数の減少 回/年 10 H26 2

－指標４

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

その他の
数値指標1

ごんぼ積みが洪水対策として
必要だと思う割合

％ 45.9 H26

指　標
従前値 目標値 数　　値 目標

達成度

55.9
洪水対策としてごんぼ積みが必要だと思っている住
民の割合は増加しており、ごんぼ積みの必要性が
認められている。

－

史跡めぐりコースの設定やボランティアガイドによる活
動、ホームページ作成により、まちあるき参加者が3
倍に増加しており、地区外からの関心が高まってい
ることがうかがえる。

－

その他の
数値指標３

川島渡町・川島北山町の
世帯数

世帯 388 H27 412
住環境が維持されており、地区内の世帯数が保た
れている。 －

その他の
数値指標２

まちあるき参加者数 人 26 H28 98

その他の
数値指標４

－

・川島西部地区住民アンケートでは、本地区について「とても魅力がある」が9.6%、「どちらかと言えば魅力がある」が31.9%であり、合わせて41.5%が魅力があると回答している。
・川島西部地区住民アンケートでは、市道川40号線の道路整備に関しては住民から「良かった」との声が多くあり、整備の効果がうかがえる。

 ５）実施過程の評価

実施内容 実施状況 今後の対応方針等

モニタリング なし
都市再生整備計画に記載し、実施できた

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

持続的なまちづくり
体制の構築

なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

－都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

－都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

－都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった



様式２－２　地区の概要

単位：％ 33 H26 50 H30 19 R1

単位：％ 5.4 H26 0.2 H30 0.2 R1

単位：回/年 10 H26 2 H30 0 R1

各務原西部地区（岐阜県各務原市）　都市再生整備計画事業の成果概要

まちづくりの目標 目標を定量化する指標 従前値 目標値 評価値

 大目標：歴史的資源と共存した良好な住環境の整備
     目標１：本地区固有のごんぼ積みを生かした歴史的町並みを保全する。
     目標２：災害時や緊急時における安全・安心を確保する。
　　 目標３：近年頻発している短時間の集中豪雨に対応した都市施設を整備する。

ごんぼ積みの保存意識の向上

消防活動困難区域の減少

浸水・冠水回数の減少

まちの課題の変化

○達成されたこと
・本地区では世帯数が保たれており、人々の暮らしの中でごんぼ積みが維持・継承されていることにより、地区の歴史が感じられる良好な住環境が確保された。
・カラー舗装等の整備により、歴史的な町並み景観が保たれ、地区内をウォーキングする来訪者が魅力を感じられる整備が図られた。
・幅員6m以上を確保した道路整備により、緊急車両の進入が可能となり、消防活動困難区域が解消し、一定の防火機能が確保された。
・市道川40号線の整備により、地区の東西の歩行者ネットワークが形成され、地区を回遊できる歩道の連続性が確保された。
・排水路等の排水施設の整備により、浸水・冠水回数が減少し、住環境の改善が進められた。

●事業後に残された課題および新たな課題
・新築や改築する建物では、ごんぼ積みの維持と歴史的な町並みに配慮されるよう、引き続き意識の啓発が求められる。
・市道川40号線、北山雨水幹線整備等の事業が完了し、一定の排水機能の向上がみられるものの、市道川2268・2369号線の排水施設は完了できていないため、地元の理解を得ながらの早期整備が求められる。
・更なる地域の魅力の発信により、まちあるき等の歩行者の増加の促進が求められる。
・災害発生時おける円滑な避難や緊急時の対応ができるよう、避難ルートの確保やわかりやすい表示等による防災面の取組みが求められる。

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・ごんぼ積みの保存意識を高め、歴史的町並みを保全する。
・まちあるきの仕掛けづくりにより、来訪者の増加を図り、地区の魅力を波及する。
・歴史的町並みの保全に配慮し、災害時や緊急時の防災機能の向上を図り、より安全・安心なまちづくりを行う。

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

■基幹事業 道路

市道川2369号線整備 L=60m

■基幹事業 道路

市道川2268号線整備 L=210m
■基幹事業 道路

市道川40号線整備 L=240m

■基幹事業 道路

新設道路整備 L=190m

■基幹事業 道路

市道川2272号線整備 L=10m

□関連事業

北山雨水幹線整備事業

□提案事業 事業活用調査

事業効果分析調査

■基幹事業 高質空間形成施設（カラー舗装）

ごんぼのまちなみ修景整備 L=460m

■基幹事業 高質空間形成施設（カラー舗装）

ごんぼのまちなみ修景整備 L=460m

■基幹事業 地域生活基盤施設（情報板）

ごんぼのまちなみ散策路整備 N=1箇所


